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救
生
種

【写真】トマトの花に訪れ、授粉活
動をするクロマルハナバチ。後ろ足
には集めた花粉の固まり（花粉ダン
ゴ）が見られる。
写真提供：クロマルハナバチ試験飼
育生産施設

生
態
系
が
危
な
い

　

ス
ズ
メ
バ
チ
、
ミ
ツ
バ
チ
※
１

、

ハ
ナ
バ
チ･･･

。
数
あ
る
ハ
チ
の
中

で
も
、
生
態
系
の
鍵
を
握
っ
て
い
る

ハ
チ
が
マ
ル
ハ
ナ
バ
チ
※
2

だ
。

　

こ
の
ハ
チ
が
植
物
の
花
に
訪
れ
、

蜜み
つ

や
花
粉
を
集
め
る
こ
と
で
植
物
は

受
粉
を
し
て
実
を
つ
け
る
。
マ
ル
ハ

ナ
バ
チ
と
植
物
は
、
互
い
に
助
け
合

い
な
が
ら
、
命
を
つ
な
い
で
き
た
と

い
え
る
。

　

し
か
し
、
本
来
日
本
に
は
い
な
い

外
来
種
セ
イ
ヨ
ウ
オ
オ
マ
ル
ハ
ナ
バ

チ
※
3

（
以
下
セ
イ
ヨ
ウ
）
が
野
生

化
し
、
特
に
北
海
道
の
生
態
系
に
大

き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

　

北
海
道
で
は
１
８
０
の
市
町
村
の

う
ち
１
０
９
で
生
息
が
確
認
さ
れ
て

い
る
（
平
成
20
年
北
海
道
庁
調
査
）。

セ
イ
ヨ
ウ
の
野
生
化
は
①
在
来
種
と

の
営
巣
場
所
や
エ
サ
の
競
合
②
ウ
イ

ル
ス
や
ダ
ニ
な
ど
の
寄
生
生
物
③
交

雑
に
よ
る
在
来
種
の
繁
殖
妨
害
④
盗

蜜
※
4

に
よ
る
植
物
の
繁
殖
妨
害
―

な
ど
の
問
題
を
引
き
起
こ
す
。
現
に

北
海
道
で
は
在
来
種
で
あ
る
エ
ゾ
オ

オ
マ
ル
ハ
ナ
バ
チ
や
エ
ゾ
ト
ラ
マ
ル

ハ
ナ
バ
チ
が
激
減
し
、
一
部
の
貴
重

な
植
物
や
動
物
が
絶
滅
の
危
機
に
瀕ひ
ん

し
て
い
る
。（
環
境
省
資
料
）

特
定
外
来
生
物
に
指
定

　

セ
イ
ヨ
ウ
は
原
産
地
で
あ
る
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
増
殖
技
術
が
確
立
さ
れ
、

91
年
か
ら
授
粉
用
昆
虫
と
し
て
日
本

に
輸
入
さ
れ
て
い
る
。

ミ
ツ
バ
チ
と
は
違
い
、

蜜
を
も
た
な
い
花
に
も

訪
れ
て
授
粉
活
動
を
行

う
た
め
、
主
に
ト
マ
ト

や
ナ
ス
な
ど
の
施
設
栽

培
の
多
く
に
導
入
さ
れ

て
い
る
。

　

自
然
交
配
の
た
め
①

品
質
や
食
味
の
向
上
②

労
力
の
軽
減
③
減
農
薬

―
な
ど
に
つ
な
が
り
、

輸
入
数
は
現
在
、
10
万

か
ら
15
万
コ
ロ
ニ
ー
※
5

と
い
わ
れ

て
い
る
。

　

96
年
、
北
海
道
で
初
め
て
セ
イ
ヨ

ウ
の
野
生
巣
が
確
認
さ
れ
た
。
導
入

当
初
、
日
本
で
は
繁
殖
し
な
い
と
い

わ
れ
て
い
た
セ
イ
ヨ
ウ
が
、
ハ
ウ
ス

か
ら
逃
亡
し
野
生
化
。
現
在
ま
で
に

27
都
道
府
県
で
目
撃
さ
れ
て
い
る

（
環
境
省
資
料
）。

　

セ
イ
ヨ
ウ
が
生
態
系
に
及
ぼ
す
被

害
を
防
ぐ
た
め
に
、
環
境
省
は
06
年

9
月
に
外
来
生
物
法
※
6

に
よ
り
セ

イ
ヨ
ウ
を
特
定
外
来
生
物
に
指
定
。

飼
育
・
運
搬
・
販
売
・
譲
渡
・
輸
入

が
原
則
禁
止
さ
れ
た
。

　

し
か
し
農
家
へ
の
経
済
的
影
響
を

考
慮
し
、
条
件
付
き
で
の
使
用
は
認

め
ら
れ
て
い
る
。
引
き
続
き
セ
イ
ヨ

ウ
を
使
用
す
る
農
家
に
は
、
①
環
境

省
・
農
水
省
へ
の
許
可
申
請
②
逃
亡

用
ネ
ッ
ト
の
使
用
③
使
用
済
み
の
個

体
・
個
体
群
の
速
や
か
な
処
分
―
の

三
つ
の
条
件
が
義
務
付
け
ら
れ
た
。

　

セ
イ
ヨ
ウ
の
特
定
外
来
生
物
指
定

を
受
け
て
、
在
来
種
で
あ
る
ク
ロ
マ

ル
ハ
ナ
バ
チ
※
7

（
以
下
ク
ロ
マ
ル
）

が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
現
在
市
販
さ

れ
て
い
る
ク
ロ
マ
ル
は
、
女
王
バ
チ

を
輸
出
し
て
海
外
で
増
殖
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
国
産
ク
ロ
マ
ル
の
誕
生

に
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。

～
ク
ロ
マ
ル
ハ
ナ
バ
チ
の
里
へ
～

産
声
を

あ
げ
た

ミ
ツ
バ
チ
、
マ
ル
ハ
ナ
バ
チ

が
環
境
悪
化
な
ど
の
原
因

で
激
減
し
て
い
る
。
植
物
の
受
粉

を
助
け
る
ハ
チ
は
、
多
種
多
様
な

生
態
系
を
維
持
す
る
『
鍵
』
で
あ

り
、
多
く
の
野
菜
や
果
物
の
授
粉

に
も
使
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
日
本
の
自
然
を
守

り
、
農
業
を
支
え
て
き
た
ハ
チ
の

異
変
は
生
態
系
に
と
っ
て
も
農
家

に
と
っ
て
も
深
刻
な
問
題
。

　

そ
の
救
世
主
と
し
て
期
待
さ
れ

る
国
産
ク
ロ
マ
ル
ハ
ナ
バ
チ
の
増

殖
事
業
に
、
日
本
で
唯
一
能
登
町

が
乗
り
出
し
た
。

危機 特集

しっぽの先端が白いという特徴をもつセイヨウオオ
マルハナバチ。写真提供：板橋区ホタル飼育施設

【
脚
注
】

※
１　

ミ
ツ
バ
チ
：
ハ
チ
目
ミ
ツ

バ
チ
科
ミ
ツ
バ
チ
属
に
属
す
る
昆

虫
。
日
本
で
は
在
来
種
の
ニ
ホ
ン

ミ
ツ
バ
チ
（
体
が
黒
い
）
と
外
来

種
の
セ
イ
ヨ
ウ
ミ
ツ
バ
チ
（
体
が

黄
色
い
）
が
養
蜂
（
よ
う
ほ
う
）

さ
れ
、
蜜
の
採
取
や
作
物
の
授
粉

に
使
わ
れ
て
い
る
。

　

近
年
、
世
界
的
に
ミ
ツ
バ
チ
の

大
量
死
や
大
量
失
踪
（
Ｃ
Ｃ
Ｄ
：

蜂
群
崩
壊
症
候
群
）
が
発
生
し
、

そ
の
数
が
激
減
し
て
い
る
。

※
２　

マ
ル
ハ
ナ
バ
チ
：
ハ
チ
目

ミ
ツ
バ
チ
科
マ
ル
ハ
ナ
バ
チ
亜

科
に
属
す
る
昆
虫
。
世
界
で
約

２
５
０
種
、
日
本
で
は
15
種
が
生

息
し
て
い
る
。
寿
命
は
1
年
で
、

野
生
植
物
の
花
粉
を
運
ぶ
昆
虫

（
ポ
リ
ネ
ー
タ
ー
）
と
し
て
生
態

系
の
維
持
に
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
。

　
※
３　

セ
イ
ヨ
ウ
オ
オ
マ
ル
ハ
ナ

バ
チ
：
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
原
産
の
マ
ル

ハ
ナ
バ
チ
。
90
年
代
前
半
か
ら
日

本
に
輸
入
さ
れ
施
設
栽
培
の
授
粉

に
導
入
さ
れ
る
。
マ
ル
ハ
ナ
バ
チ

の
中
で
も
競
争
力
、
繁
殖
力
が
強

い
た
め
、
野
生
化
し
た
も
の
が
在

来
種
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

※
4　

盗
蜜
：
花
の
横
に
穴
を
開

け
て
蜜
を
吸
う
行
為
。
マ
ル
ハ
ナ

バ
チ
は
種
に
よ
っ
て
舌
の
長
さ
が

違
い
、
舌
の
短
い
種
は
花
筒
の
短

い
花
に
、
舌
の
長
い
種
は
花
筒
の

長
い
花
に
訪
花
す
る
。
舌
の
短
い

セ
イ
ヨ
ウ
は
受
粉
に
寄
与
し
な
い

盗
蜜
行
動
を
頻
繁
に
行
う
。

※
5　

コ
ロ
ニ
ー
：
女
王
バ
チ
を

中
心
に
社
会
生
活
を
行
う
ハ
チ
の

群
れ
の
単
位

※
6　

外
来
生
物
法
：
正
式
に
は

「
特
定
外
来
生
物
に
よ
る
生
態
系

等
に
係
る
被
害
の
防
止
に
関
す
る

法
律
」。
特
定
の
外
来
生
物
に
よ

る
生
態
系
、
人
の
生
命
・
身
体
、

農
林
水
産
業
へ
の
被
害
の
防
止
を

目
的
と
し
て
い
る
。
違
反
し
た
場

合
、
個
人
に
は
3
年
以
下
の
懲
役

や
３
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
、
法

人
に
は
1
億
円
以
下
の
罰
金
が
科

さ
れ
る
。

※
7　

ク
ロ
マ
ル
ハ
ナ
バ
チ
：
日

本
在
来
の
マ
ル
ハ
ナ
バ
チ
の
一

種
。
北
海
道
に
は
生
息
せ
ず
外
来

種
と
な
る
。



―
7
日
間
に
す
る
技
術
を
開
発
し
て

特
許
を
出
願
、
国
産
ク
ロ
マ
ル
の
増

殖
技
術
を
確
立
し
た
。
そ
し
て
そ
の

技
術
提
供
先
と
し
て
、
公
的
機
関
を

模
索
し
て
い
た
。

ふ
れ
あ
い
公
社
が
技
術
習
得

　

こ
の
情
報
を
入
手
し
た
能
登
町
は

す
ぐ
に
事
業
化
を
検
討
。
技
術
習
得

を
㈶
能
登
町
ふ
れ
あ
い
公
社
に
託
し

能登町クロマルハナバチ
試験飼育生産施設

（旧三波小学校）
国内唯一の純国産クロマルハナバチ飼
育生産施設。本年度は第 3 期工事を
施工する予定。改修工事は絵画や用具
などをできるだけ残し、学校の面影が
残るよう配慮されている。

【ADDRESS】能登町字波並 21-2-1
【TEL】0768-62-8960（ハチクロマル）
【MAIL】kuromaru@ca1.luckynet.jp

R249
至鵜川

至内浦至神野

藤波運動公園

宇
出

津
バ

イ
パ

ス

藤波
波並

新生

農
業
の
未
来
の
た
め
に

な
ん
と
か
し
な
け
れ
ば
―
。

　この事業は板橋区ホタル飼育施設の

特許を使用し、共同研究している㈱武

蔵野種苗園（東京都）から女王バチを

仕入れて能登町が生産、小泉製麻㈱（兵

庫県）が販売を請け負うという形で進

められます。

　国産クロマルの生産は能登町だけで

すが、15 万コロニー以上といわれる

マルハナバチ市場には新規参入となる

わけですから、すぐに農家が使ってく

れるわけではありません。生産したク

ロマルをサンプルとして農家に出荷

し、翌年の販売につなげるというサイ

クルを一年一年積み重ねて需要を獲得

していくことが必要です。

　課題は仕入れに対する製品率を少し

でも高めることです。試行錯誤を重ね、

2 年後までに 15,000 コロニーを生産

できるよう努力していきます。

クロマルハナバチ試験飼育生産施設

田
た は ら

原 義
よしあき

昭  所長

能登町産クロマルの良さを
知ってもらうことが大切。

【写真】飼育室に並べられたコロニー
の状況を一つ一つ確認する中山幸永
副所長。「生き物だけに同じ物は二
つとない。毎日が試行錯誤の連続」
と飼育の大変さを語る。

クロマルハナバチの増殖生産という、能登町にオン
リーワンの新しい産業が生まれる。日本でただ一つ
となる飼育生産施設はどのように誕生したのか。そ
の経緯と現状を取材した。

た
。
公
社
は
エ
ン
デ
バ
ー
フ
ァ
ン
ド

21
※
２

の
助
成
を
受
け
、
職
員
一
人

を
07
年
4
月
か
ら
板
橋
区
ホ
タ
ル
飼

育
施
設
へ
派
遣
。
10
月
に
は
も
う
一

人
を
追
加
派
遣
し
、
二
人
の
公
社
職

員
が
1
年
間
、
ク
ロ
マ
ル
の
飼
育
・

増
殖
研
修
を
受
け
た
。

　
「
研
修
を
受
け
、
農
業
の
分
野
で

こ
れ
だ
け
ハ
チ
が
利
用
さ
れ
て
い
る

と
い
う
事
実
が
分
か
っ
た
。
農
業
の

未
来
の
た
め
に
も
何
と
か
し
な
け
れ

ば
と
感
じ
て
い
た
」
と
ク
ロ
マ
ル
ハ

ナ
バ
チ
試
験
飼
育
生
産
施
設
（
以
下

施
設
）
の
中
山
幸ゆ
き
な
が永

副
所
長
は
、
研

修
期
間
を
振
り
返
る
。

　

町
は
国
交
省
の
補
助
を
受
け
、
空

き
校
舎
と
な
っ
て
い
た
旧
三
波
小

学
校
を
ク
ロ
マ
ル
の
飼
育
施
設
と

し
て
改
修
。
本
年
度
中
に
は
マ
ル

セ
イ
ヨ
ウ
か
ら
ク
ロ
マ
ル
へ

　

セ
イ
ヨ
ウ
か
ら
の
代
替
え
と
し
て

在
来
マ
ル
ハ
ナ
バ
チ
の
増
殖
を
研
究

し
て
い
る
板
橋
区
ホ
タ
ル
飼
育
施
設

※
１

の
阿あ

べ部
宣の
り
お男

施
設
長
は
「
在
来

種
で
あ
る
ク
ロ
マ
ル
を
施
設
栽
培
で

使
え
ば
農
家
の
負
担
を
減
ら
し
、
生

態
系
も
守
る
こ
と
が
で
き
る
。
環
境

に
も
優
し
い
農
業
に
な
る
」と
話
す
。

板
橋
区
ホ
タ
ル
飼
育
施
設
は
05
年
、

従
来
は
困
難
と
さ
れ
て
い
た
ク
ロ
マ

ル
の
冬
眠
時
間
の
短
縮
を
わ
ず
か
3

ハ
ナ
バ
チ
市
場
の

10
分
の
1
と
な
る

1
万
５
０
０
０
コ

ロ
ニ
ー
の
生
産
体

制
を
整
え
る
。

　

女
王
バ
チ
が
届

い
た
09
年
2
月
か

ら
試
験
飼
育
を
開

始
し
た
施
設
は
、

現
在
約
２
０
０
コ
ロ
ニ
ー
を
試
験
飼

育
し
な
が
ら
、
能
登
町
で
の
生
産
技

術
確
立
を
目
指
し
て
い
る
。

産
声
を
上
げ
た
能
登
町
産

　

4
月
28
日
、
施
設
か
ら
輪
島
市
町

野
の
ミ
ニ
ト
マ
ト
農
家
に
初
め
て
能

登
町
産
ク
ロ
マ
ル
ハ
ナ
バ
チ
（
商
標

名
ク
ロ
ロ
ン
※
３

）
が
出
荷
さ
れ
た
。

　
「
農
家
か
ら
は
よ
く
働
く
と
い
う

報
告
を
受
け
、
手
応
え
を
感
じ
て
い

る
。
ク
ロ
マ
ル
の
需
要
は
こ
れ
か
ら

必
ず
増
え
て
い
く
の
で
、
安
定
的
に

生
産
で
き
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
確
立
し
、

ク
ロ
マ
ル
を
使
う
農
家
や
販
売
を
担

当
す
る
商
社
に
、
能
登
町
産
ク
ロ
マ

ル
ハ
ナ
バ
チ
の
信
頼
と
実
績
を
つ
く

り
上
げ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
こ
の

2
年
間
が
勝
負
」
と
中
山
さ
ん
は
見

据
え
て
い
る
。

町の特産品でもあるブルーベリーの花
に訪れるクロマルハナバチ。ミツバチ
の代わりにも利用できる＝モデル農場

【
脚
注
】

※
１　

板
橋
区
ホ
タ
ル
飼
育
施

設
：
「
生
態
飼
育
法
」
と
い
う
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
方
法
で
ゲ
ン
ジ
ボ
タ

ル
と
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
を
飼
育
し
て

い
る
板
橋
区
立
の
施
設
。
ホ
タ
ル

や
水
辺
環
境
を
公
開
し
、
ホ
タ
ル

な
ど
の
生
物
や
環
境
の
大
切
さ
、

素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
て
い
る
。
ホ

タ
ル
以
外
に
も
マ
ル
ハ
ナ
バ
チ
の

飼
育
・
研
究
や
絶
滅
の
危
機
に
あ

る
動
植
物
の
研
究
な
ど
を
行
っ
て

い
る
。

※
２　

エ
ン
デ
バ
ー
フ
ァ
ン
ド

21
：
公
益
信
託
能
登
町
エ
ン
デ

バ
ー
フ
ァ
ン
ド
21
は
、
ま
ち
づ
く

り
を
行
う
グ
ル
ー
プ
に
、
そ
の
企

画
内
容
に
応
じ
て
助
成
を
行
う
制

度
。（
18
㌻
に
関
連
）

※
３　

ク
ロ
ロ
ン
：
能
登
町
が
生

産
す
る
国
産
ク
ロ
マ
ル
ハ
ナ
バ
チ

の
商
標
。
現
在
市
販
さ
れ
て
い
る

ク
ロ
マ
ル
は
、
女
王
バ
チ
を
輸
出

し
海
外
で
増

殖
さ
せ
た
も

の
を
逆
輸
入

し
て
い
る
。

働きバチの数が 30 匹以上に
なったクロマルのコロニー
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能
登
町
産
ク
ロ
マ
ル
が
、
し
っ
か
り
働
い
て
ト
マ

ト
の
実
を
生
み
出
し
て
い
る
の
か
。
初
出
荷
先
で

あ
る
ミ
ニ
ト
マ
ト
農
家
の
ハ
ウ
ス
を
訪
ね
て
、
そ

の
働
き
ぶ
り
を
確
認
し
て
き
た
。

結
実

施設野菜におけるマルハナバチの利用状況
地方名 全国 北海道 東北 関東 北陸 東海 近畿 中国四国 九州 沖縄

マルハナバチ
を利用してい
る品目

トマト 3,588 287 177 1,073 32 398 125 129 1,351 16

その他 507 8 29 96 1 16 3 233 121 -

計 4,095 295 206 1,169 33 414 128 362 1,472 16

 農林水産省／園芸ガラス室・ハウス等の設置状況（平成 18 年 7 月～平成 19 年 6 月間実績）より

（単位：㌶）

　現在、ＪＡ内浦町にトマトを出荷し

ている農家数は 13 戸、面積は 1.6 ㌶

あります。内浦の生産地は、10 数年

前に県内で初めてセイヨウを導入しま

した。規制が始まってから 2 年間は

在来種であるクロマルに切り替えまし

たが、ハウスが小さいということもあ

り、コストや品質面で農家の求めるも

のではありませんでした。

　そのため、トマト農家は今年からマ

ルハナバチの導入を断念し、ホルモン

処理をしています。しかし、マルハナ

バチを使った自然交配が食味を上げ

て、労力の軽減につながることは間違

いありません。農家の高齢化も進んで

いるので、能登町で生産するクロマル

が、以前のセイヨウのように働くとい

うことを実証して、農家を指導してい

きたいと考えています。

　ＪＡ内浦町には、試験栽培している

海洋深層水トマトのハウスがあり、こ

のハウスで能登町産のクロマルを試験

的に使うことができれば、話題性もあ

り海洋深層水トマトのブランド力アッ

プにもつながります。さらに、ノウハ

ウを蓄積して農家がスムーズに導入で

きれば、能登町産クロマルを使った能

登町産トマトという新しいブランドが

誕生するのではと期待しています。

ＪＡ内浦町　営農経済課

真
ま ち

智 達
たつろう

郎  課長補佐

能登町産クロマルを使った
新しいトマトを作りたい。

初
出
荷
さ
れ
た
ク
ロ
マ
ル

　
「
最
初
は
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、

本
当
に
良
く
働
い
て
く
れ
ま
す
」

　

輪
島
市
町
野
、
向
む
か
い
づ
ら面

正
一
さ
ん
の

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
。
幅
６
㍍
、
長
さ

47
㍍
の
ハ
ウ
ス
の
中
で
は
、
何
十
匹

と
い
う
ク
ロ
マ
ル
ハ
ナ
バ
チ
が
元
気

良
く
飛
び
回
り
、
夢
中
に
な
っ
て
ミ

ニ
ト
マ
ト
の
花
粉
を
集
め
て
い
る
。

　

ク
ロ
マ
ル
ハ
ナ
バ
チ
試
験
飼
育
生

産
施
設
の
田
原
義
昭
所
長
と
以
前
か

ら
農
業
情
報
な
ど
の
意
見
交
換
を
し

て
い
た
向
面
さ
ん
は
、
田
原
さ
ん
か

ら
「
能
登
町
で
ク
ロ
マ
ル
を
生
産
し

て
い
る
」
と
聞
い
て
、
今
年
の
授
粉

に
能
登
町
産
の
ク
ロ
マ
ル
（
商
標
名

ク
ロ
ロ
ン
）
を
使
っ
て
み
る
こ
と
に

し
た
。

　
「
能
登
で
生
ま
れ
育
っ
た
せ
い
で

し
ょ
う
か
。
今
ま
で
使
っ
て
い
た
ク

ロ
マ
ル
よ
り
も
飛
び
回
る
数
も
多
い

で
す
ね
。
こ
の
ハ
ウ
ス
な
ら
10
匹
程

度
で
十
分
で
す
が
30
匹
近
く
飛
ん
で

い
る
よ
う
で
す
。
安
心
し
て
受
粉
作

業
を
任
せ
て
い
ま
す
」

人
間
3
人
分
の
働
き
を
見
せ
る

　

下
の
方
か
ら
1
段
目
、
2
段
目
と

花
が
咲
き
、
16
―
17
段
目
の
実
が
な

る
11
月
ご
ろ
ま
で
収
穫
す
る
と
い
う

ミ
ニ
ト
マ
ト
。
5
月
中
旬
で
は
ち
ょ

う
ど
4
段
目
の
花
が
咲
き
、
1
段
目

が
今
に
も
真
っ
赤
に
色
づ
き
そ
う
に

ふ
く
ら
ん
で
い
た
。

　

5
年
前
か
ら
ク
ロ
マ
ル
を
授
粉
に

使
っ
て
い
る
と
い
う
向
面
さ
ん
。
そ

れ
以
前
は
ト
マ
ト
ト
ー
ン
※
1

と
い

う
ホ
ル
モ
ン
剤
を
花
一
つ
一
つ
に
吹

き
か
け
る
処
理
を
し
て
い
た
。

　
「
ハ
チ
は
人
間
3
人
分
働
い
て
く

れ
ま
す
。
人
件
費
が
か
か
ら
ず
収
穫

量
は
5
割
近
く
増
え
、
さ
ら
に
糖
度

も
上
が
り
ま
す
。
自
然
に
授
粉
し
た

も
の
が
一
番
お
い
し
い
ん
で
す
」
と

ハ
チ
を
使
っ
た
効
果
を
話
す
。

ク
ロ
マ
ル
使
用
の
注
意
点

　

ク
ロ
マ
ル
を
ハ
ウ
ス
で
使
う
場
合

に
、
ち
ゃ
ん
と
働
い
て
く
れ
る
よ
う

注
意
し
て
い
る
こ
と
が
い
く
つ
か
あ

る
と
い
う
。

　
「
ま
ず
最
初
の
1
週
間
は
ハ
ウ
ス

か
ら
出
さ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

で
、
こ
の
花
で
花
粉
を
集
め
る
よ
う

に
覚
え
さ
せ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
ハ

ウ
ス
に
は
逃
亡
防
止
用
ネ
ッ
ト
が

張
っ
て
あ
り
ま
す
。
次
に
ク
ロ
マ
ル

が
花
を
か
じ
っ
た
あ
と
（
バ
イ
ト

マ
ー
ク
※
２

と
い
う
）
を
見
て
、
巣

箱
の
エ
サ
の
量
を
調
整
し
て
や
り

ま
す
。
こ
れ
で
ク

ロ
マ
ル
の
働
く
量

を
調
整
す
る
の
で

す
。
あ
と
は
ハ
ウ

ス
内
の
温
度
が
30

度
を
超
え
な
い
よ

う
に
し
て
い
ま

す
。
巣
箱
を
乱
暴

に
扱
わ
な
け
れ
ば
ハ
チ
に
刺
さ
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
」

ハ
ウ
ス
メ
ロ
ン
に
も

　

向
面
さ
ん
の
ハ
ウ
ス
は
全
部
で
4

棟
。
う
ち
2
棟
が
ミ
ニ
ト
マ
ト
で
残

り
が
メ
ロ
ン
を
栽
培
し
て
い
る
。

　
「
ミ
ニ
ト
マ
ト
で
の
働
き
が
良
い

の
で
、
今
年
は
メ
ロ
ン
に
も
ク
ロ
マ

ル
を
使
う
予
定
に
し
て
い
ま
す
。
と

に
か
く
ハ
ウ
ス
栽
培
の
農
家
に
と
っ

て
こ
れ
ほ
ど
良
い
も
の
は
あ
り
ま
せ

ん
。
本
当
に
助
か
っ
て
い
ま
す
し
今

年
の
収
穫
が
楽
し
み
で
す
ね
」

　

向
面
さ
ん
が
絶
賛
す
る
能
登
町
産

ク
ロ
マ
ル
を
使
っ
た
初
め
て
の
ミ
ニ

ト
マ
ト
は
6
月
に
収
穫
を
迎
え
る
。

能登町産クロマルを使う

向
むかいづら

面  正
しょういち

一   さん

【
脚
注
】

※
１　

ト
マ
ト
ト
ー
ン
：
ト
マ

ト
、
ナ
ス
の
着
果
、
果
実
の
肥
大
、

熟
期
を
促
進
す
る
ホ
ル
モ
ン
剤
。

花
一
つ
一
つ
に
吹
き
か
け
る
こ
と

で
、
授
粉
し
て
い
な
く
て
も
着
果

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

※
２　

バ
イ
ト
マ
ー
ク
：
マ
ル
ハ

ナ
バ
チ
が
訪
花
し
た
と
き
に
必
ず

雄
し
べ
に
付
け
る
か
み
あ
と
。

　

花
の
数
や
エ
サ
の
花
粉
が
少
な

い
と
何
度
も
同
じ
花
に
訪
れ
る
過

剰
訪
花
状
態

と
な
り
、
バ

イ
ト
マ
ー
ク

が
黒
っ
ぽ
く

な
っ
て
落
花

な
ど
の
原
因

に
な
る
。

バイトマーク
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能
登
町
で
産
声
を
上
げ
た
、
新
し
い
産
業
と
し
て
の
ク

ロ
マ
ル
ハ
ナ
バ
チ
。
そ
の
価
値
や
今
後
の
展
望
な
ど
を

こ
の
事
業
の
鍵
を
握
る
二
人
に
聞
い
た
。

救
世
主板橋区ホタル飼育施設

阿
あ べ

部 宣
の り お

男  施設長

持
も ち き

木 一
か ず し げ

茂  能登町長

日
本
の
農
業
は
今
ま
で
外
来
生

物
に
頼
っ
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
そ
の
結
果
、
貴
重
な
日
本
の
植

物
や
昆
虫
な
ど
の
生
態
系
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
し
、
北
海
道
で
は
絶
滅

の
危
機
に
瀕ひ
ん

し
て
い
る
動
植
物
も
あ

り
ま
す
。
さ
ら
に
セ
イ
ヨ
ウ
オ
オ
マ

ル
ハ
ナ
バ
チ
に
は
未
知
の
ウ
イ
ル
ス

や
カ
ビ
・
ダ
ニ
な
ど
が
入
っ
て
い
る

可
能
性
も
あ
り
、
食
の
安
全
面
か
ら

も
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。

　

能
登
町
が
こ
れ
か
ら
飼
育
・
生
産

し
て
い
く
ク
ロ
マ
ル
ハ
ナ
バ
チ
は
純

国
産
で
あ
り
安
心
し
て
利
用
で
き
ま

す
。
ネ
ッ
ト
を
張
っ
た
り
使
用
済
み

の
ハ
チ
を
殺
す
必
要
も
な
く
、
ケ
ー

ス
も
再
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
二
酸
化
炭
素
削
減
な
ど
環
境
問
題

に
と
っ
て
も
大
き
な
意
義
が
あ
り
、

農
業
や
環
境
に
対
す
る
貢
献
度
は
計

り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

板
橋
区
ホ
タ
ル
飼
育
施
設
で
は
、

現
在
ク
ロ
マ
ル
を
地
域
別
に
系
統
選

抜
す
る
研
究
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の

ノ
ウ
ハ
ウ
や
個
体
を
能
登
町
に
提
供

し
、
ク
ロ
マ
ル
を
地
域
ご
と
に
出
荷

能
登
町
は
、
全
国
に
先
駆
け
て

国
産
ク
ロ
マ
ル
ハ
ナ
バ
チ
の

飼
育
・
生
産
と
い
う
新
し
い
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
決
断
し
た
背

景
に
は
、
厳
し
い
町
財
政
に
少
し
で

も
収
入
を
増
や
し
、
新
た
な
雇
用
を

生
み
出
し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
当
時
は
、
指
定
管
理
者

と
し
て
公
社
の
仕
事
が
減
っ
て
い
く

と
い
う
、
こ
れ
か
ら
の
公
社
の
在
り

方
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
町

と
し
て
、
公
社
の
新
し
い
仕
事
を
見

つ
け
る
必
要
も
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
生
態
系
を
守
り
二
酸
化

炭
素
も
削
減
す
る
と
い
う
環
境
に
も

優
し
い
事
業
で
す
。
町
と
し
て
取
り

組
む
価
値
は
十
分
に
あ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

本
年
度
中
に
三
波
小
学
校
の
改
修

が
終
わ
り
、
1
万
5
０
０
０
コ
ロ

ニ
ー
が
生
産
で
き
る
施
設
に
な
り
ま

す
。
国
の
補
助
な
ど
を
最
大
限
に
活

用
し
な
が
ら
、
生
産
効
率
を
上
げ
て

い
き
、
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
事

業
の
黒
字
化
を
目
指
さ
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。

で
き
れ
ば
、
生
態
系
へ
の
影
響
は
さ

ら
に
小
さ
く
な
り
、
世
界
的
に
も
注

目
を
集
め
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
ク

ロ
マ
ル
は
北
海
道
で
は
外
来
種
で
す

が
、
在
来
種
で
あ
る
エ
ゾ
オ
オ
マ
ル

ハ
ナ
バ
チ
も
能
登
町
で
生
産
で
き
る

よ
う
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
や
カ
ナ
ダ
で
は
、
セ
イ

ヨ
ウ
の
全
面
輸
入
禁
止
措
置
が
と
ら

れ
て
お
り
、
日
本
で
も
近
い
将
来
、

セ
イ
ヨ
ウ
の
輸
入
・
使
用
が
全
面
的

に
禁
止
さ
れ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。

　

そ
う
な
れ
ば
今
ま
で
セ
イ
ヨ
ウ
を

使
っ
て
い
た
農
家
は
、
ホ
ル
モ
ン
処

理
に
戻
す
か
、
同
じ
よ
う
な
授
粉
能

力
を
持
つ
ク
ロ
マ
ル
を
導
入
す
る
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
能
登
町
が
日
本
の
農
業
を
救
う
」

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
の
で

す
。
今
後
の
課
題
は
農
家
の
需
要
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
、
い
か
に
生
産
数

を
増
や
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
。

今
後
も
能
登
町
に
対
す
る
技
術
的
・

生
態
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
全
面
的
に
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
純
国
産
の
安
心
・
安
全
な

ク
ロ
マ
ル
と
し
て
、
能
登
町
産
ク
ロ

マ
ル
を
使
っ
た
野
菜
は
話
題
性
も
あ

り
ま
す
。
町
の
農
業
振
興
、
能
登
野

菜
の
ブ
ラ
ン
ド
力
ア
ッ
プ
に
も
つ
な

げ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

ク
ロ
マ
ル
の
生
産
は
▽
農
家
を
助

け
る
▽
安
全
な
野
菜
を
作
る
▽
自
然

環
境
を
守
る
▽
新
し
い
産
業
と
し
て

の
地
域
再
生
▽
雇
用
創
出
―
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
に
大
き
な
効
果
が
期

待
で
き
る
事
業
で
す
。
国
の
農
業
政

策
、
環
境
政
策
に
左
右
さ
れ
る
部
分

は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ら
を
見
極
め

な
が
ら
、
ク
ロ
マ
ル
ハ
ナ
バ
チ
の
里

を
目
指
し
ま
す
。

能
登
町
の
ク
ロ
マ
ル
ハ
ナ
バ
チ
が
日
本
の
貴
重
な
動
植

物
、
農
業
を
救
う
救
世
主
に
な
る
と
確
信
し
て
い
る
。

今
後
も
全
面
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。

能
登
町
産
ク
ロ
マ
ル
ハ
ナ
バ
チ
が
新
し
い
産
業
と
し
て

雇
用
を
生
み
出
す
。全
国
初
の
取
り
組
み
を
成
功
さ
せ
、

ク
ロ
マ
ル
ハ
ナ
バ
チ
の
里
を
目
指
す
。

【PROFILE】板橋区ホタル飼育施設施設長。板
橋区立「こども動物園」「淡水魚水族館」「温室
植物園」を経て現職。ホタル再生の第一人者で
あり、平成 19 年に「ホタルの累代飼育システ
ム及び方法」で特許取得。クロマルハナバチ
の完全繁殖に成功し特許出願中。東京都出身、
53 歳。理学博士。

農家を救い、生態系を守る、環境に優しい種。

産声を上げた 救
ク ロ マ ル ハ ナ バ チ

生種

4 月 28 日の初出荷式で、第 1 号となる
能登町産クロマルを運送業者に託した

【写真】向面さんのビニールハウスでミニトマトの花に訪花する
能登町産クロマルハナバチ


